
 平成27年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～26年度）】 【27年度】 【今後予定（28年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：

: - 2 -

1-7
局・課名

2,067 1,117

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 26年度予算 27年度要求額 内容・積算等

期間

事業区分 ： 重点

平成27年度要求額平成25年度決算額

事業名 防災対策推進事業

： 危機管理室
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦

津波避難ビルの拡充・維持管理
津波率先避難等協力事業所の拡
充
津波避難訓練等各種啓発事業の
推進

津波避難ビルの拡充・維持管
理
津波率先避難事業所拡充
津波避難訓練等各種啓発事
業の推進

平成26年度予算額

2,603 1,083 資器材22千円×40セット及びステッカー

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

2,933

327

　H　～　H

事業

概要

　南海トラフ巨大地震の最大クラスの津波に備えて、自助・共助・公
助による津波の防災・減災対策を継続的に推進する。

●津波率先避難等協力事業所登録制度の追加登録及び登録事業
所の地域防災訓練への参加促進
  地域住民等が津波避難を行う上で、「率先避難のきっかけ」を与
え、共助の体制を強化するため、率先避難協力事業所の追加登録
を推進するとともに、地域が主催する訓練等への参画を促す。
●津波避難ビルの指定拡充及び津波避難訓練等による活用
　浸水想定地域内の強固なビル等について、津波からの緊急一時
避難場所として指定を拡充するとともに、津波避難訓練等による積
極活用を推進していく。
●津波避難訓練等の推進
　津波浸水想定区域に住む複数の自主防災組織が、合同かつ大規
模で津波避難訓練に対し、会場設営など支援を行う。

昨年２月に配布した津波ハザードマップを活用して、津波から迅速な
避難をより多くの市民へ周知させるとともに、津波避難ビルの指定拡
大や住民参画による津波避難訓練の実施、地域と企業が連携した
津波率先避難等協力事業所の取組みなどを進め、発災時に自ら主
体的に避難できる市民を一人でも多く増やし、更なる安全・安心な街
づくりを推進していく。

733

4,9970

債務負担行為

津波率先事業所資器材等拡充

津波避難ビル拡充・維持管理 新規看板設置190千円×5施設ほか

津波避難訓練等推進業務ほか 津波避難訓練支援業務500千円

004002整理番号

合計 4,997 2,933

みんなの審査会対象外

その他　特記事項

津波避難計画策定
津波ハザードマップの配布
津波率先避難等協力事業所の創
設
地域防災計画見直し


